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歌
誌
「
多
磨
」
の
歴
史

は
じ
め
に

藤

甲

福

夫

北
原
自
秋
中
心
の
歌
誌
「
多
1　
」△
は
昭
和
十
年
六
月
、
白
秋
自
身
の
題
字
、
犬
白
山
春
邦
の
水
色
の
卵
の
見
え

る
こ
くる
り
の
巣
を
描
い
た

繊
細
清
楚

な
表
紙
絵
、
唐
の
壁
画
写
真

の
口
絵
、
ア
ソ

カ
ｙ

卜
形

式
の
高
踏

の
体
裁
を
も

っ
て
創
刊
さ
れ
た
。
発
行
所

は
白

秋
の
弟
北
原

鉄
雄
の
「
ア
ル

ご

く
で
あ

っ
た
。
「
多
磨
ト

は
比
較
的
短
期
間

に
参
加
者
が
増
し
、
伝
統
の
長

い
「
ア
ラ
ラ

ギ
」
と
並
ん
で
太
平

洋

戦
争

前
の
最

も
大
き

い
短
歌
集
団
に
成
長
し
た
。
都

市
的
小
市
民
層
を
主
な
る
構
成
地
盤
と
し
て
当
時
の
古
典
尊
重
の
時
代
思
潮

に
棹

さ
し
な

が
ら
目
ざ
ま
し
く
充
実

し
た
美
し
い
世
界

を
構
築
し
た
の
で
あ

る

　
　
0
そ
の
新

古
今

集
風

の
近
代
幽
玄
調

は
都
市
型
青
年
子

女
に
と
っ
て
厳

し
い
冬
の
時

代
に
お
け
る
一

つ
の

オ
ア
シ
ス
で
あ

っ
た
。

し

」
う

七
だ
状
況
の
耶
で
溌

刺
恚
誕
生

」
戸

「
多
磨
」

に
お
い
て
女
性
屯
含

め
て
多
く
の
新
人

が
養
成
さ
れ
た
が
、
昭
和
十
七
年
十
一
月

主
宰
者
白
秋

が
死
去
し

た
。
そ
の
後
も
雑
誌
は
門
下

に
よ
っ
七

引

継
が
れ
、
昭
和
十
六
、
六
年
頃
か
ら
は
漸
次
国
民

主
義
的
色
彩
を
強

め

つ
つ
刊
行
を
続
け

、
い
太
平
洋
戦
争
後
二
十

七
年
十
二
月ヽ
第
三
十
五
巻
（
半
年
々
二

巻
と
し
て
い
た
。）
第
二
号
を
終
刊
号

と
し
て
光
栄
あ

る
歴

史
を
閉
じ
た
。
口
絵

に
は
弟
鉄
雄
が
撮
影
し
た
三
崎
見
挑
寺
の
白
秋
歌
碑
の
写
真
が
見
ら
れ
、
白
秋
の
生
涯
を
物
語

る
か
の
ご
と
く
で
あ
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“
“

白

秋

没

後

、
「

多

磨

」

は

門

下

に

よ

っ

て

合

議

制

を

も

っ

て

継

承

さ

れ

て

い

た

の

で

あ

り

、

な

お

刊

行

を

続

け

る

こ

と

も

可

能

だ

っ

た

と

い

う

が

、

（

終

刊

号

、

木

俣

修

氏

［

多

磨

］

短

歌

会

の

解

散

に

つ

い

て

）

主

宰

者

が

居

な

く

た

っ

て

「

多
1

　

」

を

方

向

づ

け

る

こ

と

が

不

可

能

に

な

っ

た

た

め

に

終

刊

に

決

し

た

も

の

と

い

う

。

し

か

し

『

多

磨

』

で

育

っ

た

人

々

は

幾

つ

か

の

門

流

に

分

か

れ

つ

つ

も

今

日

な

お

脈

々

と

し

て

歌

壇

に

大

き

い

支

配

力

を

及

ぼ

し

て

い

る

。

白

秋

の

師

与

謝

野

寛

が

死

去

し

た

の

は

「

多

磨

」

創

刊

と

同

じ

昭

和

十

三

年

の

三

月

で

あ

り

、

「

多

磨

」

は

附

治

以

来

の

新

詩

社

の

精

神

を

文

芸

思

潮

的

に

継

承

す

る

と

こ

ろ

が

あ

っ

た

。

「

多
1

　

」

第

二

号

の

巻

本

に

「

与

謝

野

寛

遺

稿

歌

集

」

（

明

治

書

院

）

の

大

き

い

発

売

広

告

が

見

え

、

ま

た

白

秋

が

「

短

歌

研

究

」

「

与

謝

野

寛

追

悼

号

」

（

昭

二

〇

、

五

）
0

「

与

謝

野

寛

先

生

」

に

お

い

て

大

正

歌

壇

が

寛

に

与

え

た

冷

遇

に

対

し

て

「

わ

た

く

し

は

弔

ひ

合

戦

に

立

つ

気

で

立

つ

」

と

述

べ

て

い

る

の

も

こ

の

辺

の

事

情

を

象

徴

し

て

い

る

。
　
j
j
j
　
　
r

本

稿

は

こ

の

「

多

磨

」

に

つ

い

て

そ

の

「

創

刊

事

情

」

「

理

念

」

「

発

展

と

そ

の

人

々

」

に

つ

い

て

概

観

を

試

み

よ

う

と

す

る

も

の

で

あ

る

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘

」
　
創
刊
事
情

北
原
白
秋

が
早
く
自
ら
主
宰
し

た
短
歌
関
係
の
雑
誌
に
は
明
治
四

十
四

年
か
ら
大
正
二
年
五
月

ま
で
十
九
冊

を

刊

行

し

た
「
朱
楽
」

（
ザ
ム
ボ
ア
）
、
大
正
三
年

か
ら
四

年
に
至
っ
た
「
地
上
巡
礼
」
（
全
六
冊
）
と
同
四
年

の

に
″
匈
夕

（
全
七
冊
）
大
正
五
年

の
「
煙
草

の
花
」

（
全
二
冊
）
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
短
命
で
あ
っ
た
。
こ

の
他

に
木
下
杢
太
郎
、

長
田

秀
雄
と
共
同
で
編
集
し

た
「
屋
上
庭
園
」
（
明
四
二
、

一
と
同
四
三
、
二
各
一
冊
刊
行
。）
が
あ

っ
た
。
そ
の
後
大
正
十
三
年
四

月
、
前
田
夕
暮
ら
と
協

力
し
て
創
刊
し

た
「
日
光
」
が
あ
リ
、
有
力
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者

多

数

が
諸

方

面

か

ら
参

加

し

て

注

目

を

ひ

い

た

が

、

集

合

体

的

性
格

の

た

め
主

要
同

人

の
協

力

関

係

が

破

れ
で

昭

和

二

年

十

二

月

廃

冊

し

た

。
（

椙
山
女
学
園
大
学
論
集
七
号
、
八
号
―
昭
五
一

、
五
二
－

拙
稿

「
短
歌
雑
誌
『
日
光
』

の
概
観

お
よ

び
総
目
録
」
上
、
下
）
　
　
　
　
　
　

＼

つ

い

で

白

秋

は

昭
和

七
年

十

一

月

と

同

八

年

六

月

に
季

刊

の

大

冊

「
短

歌
民

族
」
土

冊

を
出

し

て

い

る
。

こ

れ

は
内

容
形

態

と

も
豪

華

な

も

の
恰

、
創

刊

号

を
手

に

し
て

そ

の
充

実

ぶ

り

に
驚

い

た

も

の

で

あ

っ

た

。
白

秋

中

心
で

あ

る
が

、

他

派

の

歌

人

、
知

名

の
学

者

も
寄

稿

し

、

か

つ

て

の

「
日

光

」

に
近

い
性

格

の

も

の

で

あ

る
が

、

統

一

に

困

難

が
あ

り
、

僅

か
二

冊

で

終

っ
た

。

若

い

歌

人
で

は
白

秋

系

の

「

香
蘭

」

の
他

「
檄

攬
」
「
歌

と
観

照

」
「
歌

と

評

論
」
「
ご

ぎ

ょ
う
」

な

ど

の

人

々

が

加

お

っ

た

も

の
で

あ

っ

た
。
中

村
正

爾

は

「
多
1　
」
三

終

刊

号

の

「
『
短

歌

民

族

』

か

ら

『
多

磨

』

ヘ
モ

し

て

、
編

集

の
こ

と

ど

も
」

に

お
い

て

「
『
短

歌

民

族

』

の
会

友

並

に

会

員

の
中

が

ら

『
多

磨

』

の

傘
下

に

馳

せ
参

じ

た

も

の

は
」
「
穂

積

忠

を

初

め

と

し
、

荒

木
9
　
夫
、

馬

場

静

浪

、

北
見

志

保
子

、

今

井

規

清

、

中
村

正

爾

…

…

木

俣

修

、
…
…

初
井

し

づ
枝

、

…

…

宮

柊

二
：
…
・
」

と

三
十

】
名

の
名

を
挙

げ

て

い

る
。

こ

れ

ら

の

人

々
は

単

に
参

加

し

た
と

言

う

の
で

な
く

重

要

な

る

メ

ン
バ

ー
と

し

て

作
品

、
評

論

の
両

面

で

活

動

し

た

こ

と

は
「

多

磨
」

の

誌
面

に
躍

如

と

し
て

見

ら

れ

る
と

こ

ろ

で

あ

る

。

「
多

磨

」

の
最

も
中

心

勢

力

は

「
短

歌
民

族
」

以

来

の
中

堅
X

ソ

バ

ー
で

あ

っ
た

の

で

あ

り

、

ま

た

そ

れ

ら

の
人

々

の
或

る
者

は

実

務

担

当

者

で

も

あ

っ

た

。
　
　
　
　
　
　

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＼
　
　
　

一
　
　
　
　

ト

「
短

歌
民

族
」

廃

刊

後

白

秋

を
し

て

「
多
1　
」

創

刊

に

踏

み
切

ら

せ

た

も

の

に
村

野

次

郎

の

「
香

蘭

」

と

の

関

係

が

あ

づ

た

プ
「
香

蘭
」

は
大

正

十
二

年

、

次

郎

が

創
刊

し
後

、

白

秋

が

顧

問

と

し

て

臨

ん
だ

。

し

か

し
白

秋

は

「
多

磨

」

創

刊

の

前

年

あ

た

り

か

ら
既

に
そ

の

立

場

を
離

れ

て

い

た

。

白

秋

は

「
多

磨

」

創

刊

号

の

「
雑

纂

」

の

中

の

「

香

蘭

の
件

」

に

お

い
て

「
香

蘭

」

の

責

任

が

村

野

次
郎

個
人

よ
り

も

「
幹

部

数

人

の

合

議

制

と

な

り
」

責

任

は
次

郎

よ
り

は

む
し

ろ

顧

問

た

る

白

秋

に

か

か

っ
て

来

た

た

め
顧

問

謝

絶

を

申

渡

し
√
こ

と

言

い

、

言

蘭

」

の
歌

風

も
熱

意

も

白

秋

と
・は
違

っ
た

も
O

に
見

え

て
来

た

。
そ

し

て

村

野

も

白

状

無
用

論

を
放

言

し

た
こ

と

が

あ

る
と

い

う

。
こ

の
問

題

は
村

野

次

郎

を
引

退

さ

せ

る
こ

と

に

よ

。つ
て

解

決

し

た

か

に
見

え

た

が

、
「
香

蘭
」

の

在

京

幹

部

に

よ

っ
て

揉

み

消

さ
れ

、
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合

議

制

は
破

壊

諮

れ

、

地
方

幹

部

の
粘

力

が

無

に
な

・つ
て

再

び

村

野

次
郎

主
宰

の
薪

『
香

蘭

』
yが

出

石

こ
左
・
に

な
9

な

と

い

う

り

で

あ

る
。

木

俣

修
氏

は
こ
め

問

題

に

つ

い
ヤ

「
多

磨
精

神
と

そ

の
歌
風

の

展

開
」
。上

▽（
「
多
磨
」
昭
士

↓一
、
六
）

に

お

い
て

ご

事

件

の
内

容

に

は

触

れ

ら

れ

て
い

な

い

が

『
私

な

ど

は
直

石

に

香

蘭

を

脱

退
1
　、

白

秋

主

宰

の
薪

雑

誌

を
創

刊

す

べ

き

こ

と

を

提

唱

し
か

。

’：
…

』

と
言

わ

れ
、〈

ま

た
昭

和

九

年
十
［

月

二

十

九

目

付

の
次

の

よ
Iう

な

白

秋

書

簡

を
引

用

紹

介

し

て

い

ら

れ

る

。

〈

＜
ド「
香

蘭

の
顧

問
勇

退

の
件

す

べ

て
。か
う

な

る
べ

き

事

で

あ

っ
√
こ
と
思

ふ

。
君

は
ず

ベ
ーて

を
知

づ
て

ゐ

る
。

君

の
瀕

度

は
正

し
い

。

こ
。れ

か
ら

私

心

み

フ
ち

り

と

。
私

を
継

承

し
て

く

れ

る
僅

か

の

人

衣
の
右

め

に
尽

さ

う

と
思

ふ

。
君

ぱ
正

し

く

処

置

し

て
よ

ろ

し

い
’

…
・・・
”
」ゝ・

と

い
う

手

紙

で

あ

戈

’・
そ

し
て

氏

は

「

よ
く

よ
く

考

へ
て

置

く

と

あ

る

の

は
新

雑
誌

創
刊

の
件

に
関

し

て

で

あ

る
。
」

と

さ

れ
、

こ

の
時

期

に
白

秋

は
亘

だ

新

衿

誌
の
創

刊

を
最

後

的

に
決

断

じ

て
仏

だ
の
尚

な

い

と

言

わ

れ

る

ヅ

し

か

し
白

秋

は
先

に

大
正

十
五

年

自

ら
編

集

し

て

創
刊

し

た
詩

誌

［
近

代
風

景

］レ
が
昭

和

三

年

に
廃

刊

し

て

七
ま

っ
て

お

サ

、△「
日

光
’」
「
短

歌

民
族

」・

ま

た
廃

刊

後

で

あ

っ
た

か

ら
。

自

己

を

中

心

と
す

る
雑

誌

を
持

つ

こ

と
を

期

待

し

た
め
は

当

然

の
こ

と̈

と
思
・
わ

れ

る
。
ノ
　

十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈

つ
木

俣
氏

ぱ
さ
ら

に
、

昭

和

十

年

は

じ

め
、

在

京

の
白

秋

門

下

や

地

方

の
主

か

る

門
下

に
よ

っ
て

打

合

会

が

開

か
れ

、

二
1
　末

に

至
ら

て

四

月

二
十

日

頃

に
創

刊

号

を

出
す

に

決

し

ち

四

月
七

日

の

創
刊

準

備

会
に

集

ま

っ
た

人

々
は

白

秋

を

は
1
2　
め
木

俣

修
・、

穂

積

忠

。

馬

場

静

浪

、
中

村

正

爾

。ｙ
横

地

信

輔

、
巽

聖

歌

、

水

谷

静

子

、

清

水
乙

女

、

北

見

志

保

子

、。
鐸

木

孝

ら

や
十

六
名

犬

あ

っ

た
と

い
泰

。
（
「
多
磨
精

神
と
そ

の
歌

風

の・
展
開
」
木

俣
修
づ
（
多

磨
ｙ

昭
二

三
、
こ
ハ
）
…
……
゛
」
　
　
　
＼
　

…

…

…
…
…
　
　
　

…

…
…

‘
〈
　
　

＼
＼
＼

一
」
¨
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご

「
1　
蘭
・」万
摺

題

で

心

痛

め
て

い
た
白

秋

に一
新

雑

誌

創
刊

の
最

後

的
決

意

を

さ
せ

た
人

々

り
基
礎

づ

く

り

的

苦

心

と
創

刊

時

か
ら

編

集

実

務

に
従

事

レ

’
・
f’
4
　
　
　
　
　

”
　’″
　
　
　
　‘
　
　
・
　
　
　
　

。
。
』
　
1
　
　
　

。
　
　
　
　

。
　
　
　
　
、
　
　’

褐

＼

偉

草

々

発

表
す

る

が

叶

で
万

く
、
〈
1
　
段

所

の
一
作

品
欄

の
歌

を
肩

ら
選
七

光

恚
い

ケ

。
（
終

刊
号
い『
作
品
展

開
の
線

に
沿

っ
くて
』〈

桂
静
子
）・
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要

す

る

に

種

々

の

カ

・の

結

晶

と

し

て

「

多

磨

」

は

充

実

し

た

誌

面

を

提

供

し

得

た

の

で

あ

る

。
　
　

ｙ`

　
　
　
J
J
　
　
　
　
　
　
　
　
f

゛
I
　
　
≒
　・
　
i
　一
　
　
　
a
　
　
　
　
　

゛
I
　
ト

中

村

正

爾

は

ま

た

次
0

　
よ

う

に

白

秋

の

精

神

を

奉

じ

て

編

集

事

務

に

従

っ

た

実

態

を

記

し

て

い

る

。
　
　
　
　
　

’
・
　
　
’、
も゙
　
　
　
　
　
｀

「
：
ｔ
多

磨

創

刊

号

以

来

の

編

集

は

、

そ

の

発

行

所

が

ア

ル

ス

で

あ

っ

た

関

係

も

あ

っ

て

、

び

き

う

づ

い

て

、

と

の

私

が

担

当

し

た

も

の

で

あ

。る

が

、

も

ち

ろ

ん

実

際

の

編

集

責

任

ゆ

、

各

号

の

三『

雑

纂

』

に

於

い

て

審

か

で

あ

る

。

私

の

立

場

は

た

だ

た

だ

白

秋

主

宰

の

企

画

を

ヽ

理

想

を

ヽ

気

品

を

ヽ

い

か

に

し

て

誌

面

に

反

映

す

る

か

に

つ

い
・で

ヽ

些

か

苦

心

し

て

来

た

だ

け

の

ご

と

。で

、

自

ら

び

創

息

な

ど

は

殆

ど

皆

無

に

近

い

と

思

フ

て

ゐ

る

。

・
・
・
・
：

」

と

き

わ

め

て

謙

虚

で

あ

る

。
ら

い

で

「
・
昭

和

十

六

年

七

月

か

ら

発

行

所

が

現

在

り

阿

佐

″

谷

の

多

磨

短

歌

会

に

移

さ

れ

、

編

集

陣

に

は

新

し

く

泉

甲

ニ

ク

岩

間

正

男

’の

両

君

を

加

へ

、

そ

れ

ぞ

れ

交

替

し

て

編

集

の

実

際

面

を

担

当

し

た

。

…

‘ｔ：

」

と

あ

り

、
▽
さ

ら

に

「
｛（

注

、

白

秋

没

後

）

直

ち

に

第

一

部

会

員

会

を

開

き

編

集

委

員

会

を

設

定

し

、

更

に

多

磨

の

発

行

を

敢

行

す

る

こ

と

に

決

定

。‘

先

づ

木

俣

修

が

編

集

を

担

当

し

た

。

・
…
…

中

略

：
j
…

。
0　
」・編

集

の

バ

ト

ン

。は

次

い

で

泉

甲

二

に

渡

り

、

更

に

終

刊

ま

で

私

が

担

当

し

、

や

が

て

昭

和

廿

七

年

秋
0

　
白

秋

十

年

祭

を

迎

ふ

る

に

至

り

、

こ

ど

に

つ

ひ

に

解

散

を

決

意

し

、

ｙ

…

」

と

事

務

上

の

歴

史

を

要

約

一し

て

述

べ

て

い

る

。

編

集

者

の

推

移

に

つ

い

で

は

内

部

事

情

が

種

々

存

在

し

た

と

思

わ

れ

る

が

、

目
六
体

的

な

こ

と

ぼ

局

外

の

我

々

に

は

察

し

難

い

。
　

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
　

～
　
　
　
　
　
　

‐
　

～
　
　
　
　
　

万

万

ぱ

じ

め

ぱ

各

種

。の

創

作

活

動

に

あ

わ

た

だ

し

い

牢

宰

者

を

助

け
/
≫

ま

た

そ

れ

に

続

く

主

宰
1

　

の

発

病

斯

を

支

え

、

死

去

後

の

物

資

欠

乏

の

戦

時

期

を

乗

り

越

え

た

編

集

関

係

の

努

力

は

並

々

な

ら

ぬ

も

の

が

あ

づ

た

と
1

　
像

さ

れ

石

。

創

刊

時

の

主

宰

者

白

秋

の

大

き

い

指

導

力

が

没

後

十

年

の

年

月

、

集

団

を

導

い

で

い

か

の

で

あ

・
る

。
」

・『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宍
　
　

上

土
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二
　

「
多
磨
」
の
理
念

百

六

〇

ペ

ー

ジ

の

堂

々

た

る

量

感

と

新

鮮

高

雅

な

装

い

を

も

っ

て

刊

行

さ

れ

た

創

刊

号

の

巻

頭

に

は

白

秋

の

「

宣

言

」

か

お

り

、

つ

づ

い

て

「

多

磨

綱

領

工

」

が

掲

げ

ら

れ

、

新

古

典

的

象

徴

主

義

の

理

想

を

歴

史

的

な

立

場

か

ら

主

張

し

た

。

木

俣

修

氏

の

「

創

刊

当

時

」

（
「

多

磨

」

昭

二

四

六

）

に

よ

れ

ば

、

昭

和

十

年

五

月

三

十

一

日

、

九

州

へ

の

旅

の

途

中

の

白

秋

は

同

氏

に

絵

葉

書

を

発

信

し

、

そ

の

中

に

「

多
1

　

見

た

か

。

こ

の

意

気

と

香

気

と

気

韻

は

無

比

な

る

べ

し

」

と

記

し

て

い

る

と

い

う

。

当

時

の

白

秋

が

意

気

軒
1

　

た

る

も

の

が

あ

っ

た

こ

と

が

よ

く

う

か

が

わ

れ

る

。

創

刊

号

に

は

じ

ま

る

綱

領

は

一

巻

四

号

ま

で

続

い

た

。

こ

れ

と

並

行

し

て

白

秋

は

一

号

か

ら

三

号

ま

で

の

「

多

磨

の

鍛

」

（

注

、

添

削

例

）

「

短

歌

私

史

」

（

一

ノ

四

、

一

ノ

五

）

「

律

動

美

論

」

（

一

ノ

四

）

な

ど

力

の

入

っ

た

文

章

を

書

い

て

い

る

。

ま

だ

作

品

で

は

一

号

以

下

、

内

容

的

に

充

実

し

た

「

春

昼

牡

丹

図

」

（
一

ノ

ー

）

「

雲

仙

つ

つ

じ

」

（
一

ノ

ニ

）

な

ど

を

発

表

し

た

が

「

童

女

幻

像

宍

（

一

ノ

四

）

の

一

二

十

二

首

、

「

山

河

哀

傷

吟

」

（

一

ノ

五

）

の

九

十

一

首

は

特

に

重

厚

味

あ

る

大

長

篇

で

も

あ

る

。

さ

て

「

言

言

」

並

び

に

「

綱

領

」

を

要

約

す

る

と

次

の

ご

と

く

で

あ

る

。
　
　
　

．
J
．
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　『－
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　四
　
I
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　“
　
　
　
　
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
j

T

「

宣

言

」

は

「

多

磨

綱

領

」

よ

び

活

字

号

数

を

落

し

て

発

表

さ

れ

て

い

る

が

、

実

質

は

つ
k

い

て

発

表

さ

れ

た

綱

領

を

要

約

し

た

形

の

も

の

で

あ

り

、

装

飾

体

風

の

綱

領

に

比

し

、

実

質

性

を

持

っ

て

い

る

。

ま

た

文

末

に

「

多

磨

」

の

語

義

を

説

明

し

て

い

る

点

が

注

目

さ

れ

る

。

次

の

「

言

一
言

」

の

第

一

段

落

は

「

宣

一
言

」

全

体

の

要

約

と

見

ら

れ

る

。
　
　

い
　
　
’‘
’
　
　
　
　
　
｀
　―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　’
　

｀
　
　”
　
　
　
　
　
』
　

“
　
、－

S
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　゙
j
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛
　
　
　
　
j
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
゛

「

多

磨

短

歌

会

創

立

の

真

意

を

為

す

も

の

、

常

に

日

本

短

歌

の

本

流

に

あ

り

て

。

此

の

定

型

の

精

神

と

伝

統

と

を

継

承

し

、

吏

に

近

代

の

感

覚

ど

智

性

と

に

よ

り

、

万

づ

現

当

に

処

し

、

其

の

光

輝

あ

る

未

来

の

進

展

を

思

念

し

実

現

せ

む

と

す

る

に

あ

り

。
」

と

い

う

も

の

で

あ

る
J

以

下

、

短

歌

が

国

民

詩

と

し

て

［

・・
ら

の

定

型

を

有

す

る

こ

と

、

個

性

の

開

顕

に

忠

実

で

あ

る

こ

と

、

万

葉

集

、

古

今

集

を

重

ん

ず

る
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が
、
そ

れ
に
迷
眩
す

る
も
の
で
な
い
こ
と
、
近
来

の
歌

壇
は
混
乱
し
、
律
格
香
気
が
失
せ
て

い
る
こ

と
「
多
磨
」

は
日
本
の
短
歌
0
　正
統

を
奉
ず
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
説
く
。
そ
し
て

自
分

は
浅
学
非
才
だ
が
、
門
下

解
放
以

来
二
十
年
過

ぎ
た
今
日
な

お
そ
の
係
累
は
生
き
つ

ゞ
け
て
い
る
の
で
、
道
を
正
し
く
伝
え

る
た
め
に
決
意
し
、
知
命

の
齢
を
喩
え
、
丹
田
に
胆
を
下

ろ
し
て
徐

か
に
歩
み
出
そ
う
と
す

る
も

の
で
あ
る
と
い
っ
て

い
る
。
つ
ｙ

い
て
世
の
現
実
と
説
く
も
の
は
皆
仮
幻
で
あ

る
。
虚
し
く
無
き
が
ご
と
き
も
の
の
中

に
信
実
の
心
を
以

て
実
体
を
観
、
聴

き
し
廠
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
こ
れ
は
決
し
て
風

流
韻
事
で
な
く
、
一
生
の
業
だ
と
い
う
。
つ
い
で

「
多
磨
」
の
語

義
を
記

1
　て
、
「
和
漢
三
才
図
絵
」
の

＼

石
濫
ｙ
玉
、
則
気
如
こ
白
虹
精
神
っ
見
二
於
山
川
一
也
、
但
将

ご石

映
燈
一
看
ｙ
之
、
内
有
二
紅
光
明
「
如
二
初
出
日
「
便
知
、
有
y
玉
也
7

の
文

を
引
き
、
「
多
1　
」
の
語
韻
は
、
玉
で
あ

り
、〈

ま
た
白
秋

の
居
住

地
武
州
多
摩
に
あ
っ
て
内

に
白

虹
精
神
を
知
覚

し
、
外

茫
莫

た
る

多
麻

仏
遊

ぼ
う
と
す

る
と
述
べ
、
最
後
に
　
　
　
　

サ

ド「
新
人

よ
来
れ
。
『
多
磨
』

は
同
志
の
本
地
た
ら
む
。
風

鳥
は
既
に
群
れ
た
り
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十

と
結

ん
で

い

億

伝

統

を

奉

じ

つ

入

象

徴

精

神

と

定

型

を
重

ん
ず

る

決

意

と
新

人

を
集

め

よ

う

と
す

る
期

待

感

が

十

分

に

汲

み

と

ら

れ

る
内

容

で

あ

る

。
　

＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＼

十「
多

磨

綱

領

～

は
こ

の

「
宣

言
」

を

敷
行

し
て

説

い

た
形

に

な

っ
七

い

る

が

、

装

飾

的

な
文

章

の
中

に

も
可

な

り

具

体

的

な

叙

述

が
見

え

る

プ
「
多

磨

の
精

神

に

就

い
て

」
（
一
ノ

ー
）
で

は
詩

と

し

て

の

短

歌

は

定

型

を

重

ん
じ

つ
X

近

代

感

覚

と

知

性

を
総

合

し

て

風

色

の

無

゛
　
　
　
　

『一
　
S
　
　
d

限

感

を

生

か

し
、

純

粋

な
芸

術

的

態

度

で
百

己

を

生

か

し
、

鎬

を

戒

し

め
、

身

命

を

賭

し

て

刻

苦

の

道

を
行

け

と

い
う

。

次

の

「
多

磨

の

風

騒

に
就

い
て

」
（
一

ノ

ー
、
一

ノ
ニ
）

は

主

と

し
て

短

歌

の
歴

史

を

時

代

別

に

顧

み

た

も

の

で

あ

る

が
、

そ

の
第

一

段

で

は

【
宣

言

】

に

尤

あ

る

よ

う

に

詩

は

「

幽
遠

に
霞

み
1
　　「

ま

た
現

前

に
活

動

す

る
」
も

の

で

あ

力
「
写

意

写

生
以

上

の

香

気

あ

る

象

徴

の
世

界

」

が
こ

こ

に
生

じ

「
言
語

を
断

つ
ヤ

と
こ

　
6の

も

の
と

い
う
？

つ

い

で

史

的
叙

述

に
入

り
、

上

代

の

「
撲

茂

」

真

実

を

近
代

の

感

覚

を
以

て

捉

え

る
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こ

と
が
必
要

と
言
う
。
古
今
集

の
主
智
性
ば
か
り
を
見
て

詞
藻
の
都
雅
洒
落

を
見
ず
、・
新
し
い
自
然
観
と
技
巧

に
目
を
塞

い
で

は
よ
ぐ
な

い
恚
説
く
。
新
古
今

集
に
つ
い
て

は
特
に
多
く
の
こ
と
ば
を
費
し
、
「
骨
を
鍾
ｙ

、
心
を
彫
り
尽
」

し
た
そ
0
　
表
現
と
新

しし

い
美
意
識

は

短
歌

を
日
本
芸
術
の
最
高

の
象
徴
芸
術
と
し

た
が

「
円

熟
と
摩
乱
と
は
紙
一
重
」
で
あ
り
、
そ
の
順
廃
0
1み
を
責
め
て

、
「
麗

質
お

深

い

微
笑
と
寂
光
の
胚
胎
を
」
見
出
す
者

が
近
代
の
歌
人

払
少
な
い
の
は
遺
憾
で

あ
る
と
い
う
い

よ
う
て

「
多
磨
」
の
新
体
は
「
華
実
十

全
」

に
あ
り
、
「
直
観

を
尊
び
、
余
情
を
思
議
の
外
に
想
ふ
」
‘・も
の
と
言
う
。
中
世
歌
学
の
因

習
期
と
戦
乱
時
代

に
お
け

る
感
情

生

活
0
　
早
老

現
象

を
経
て
徳
川
期
に
は
古
学
が
復

興
し
、
学
匠
逸
士
が
多

か
っ

た
が
、
「
実
作

は
学
説
に
及
ば
ず
、
擬
態
に
肩
摩
」
し
得

な

か
ヤ
だ
と

説
く

。
モ

の
時
代
に
お
い
て

俳
諧

は
日
本

に
お
け

る
「
第
二
の
象
徴
詩
運
動
」

を
成
し
と
げ
た
。
続

い
て
明
治
の
新
体

詩

時

代

に
「
明

星
」万
が
出
現
し
、
「
海
の

か
な
だ
の
新
唱
」
が
「
海
潮
の
音
と
と
ど
ろ
き
」
第
三
期

の
象
徴
運
動
と
な
つ
だ
。
短
歌
な
ど

の
～
西

詩
む
影

響

に
よ
っ
て
香
薫
さ
れ
、
昔
時
の
和
歌
意
識
は
全
く
相
貌
を
変
え
た
。
子
規
の
主
張
す
る
簡
朴
な
る
写
生
説
は
「
観
入

に
よ
る
写
生
或
は

伝
神
に
ま
で

の
昂
揚
と
な
り
、
必
死

。の
鍛
練
道
と
し
て
奉
仕

さ
れ
」
或

る
者

は
「
極
右
の
リ
ア
リ
ズ

ム
に
よ
っ
て
、
尽
く
時
流
を
退
け
、

浪
曼
精
神
を
追
ひ
：
…
f
自
ら

を
他

、の
芸
苑
と
絶
ち
」
詩

の
精

神
を
白
眼
視
し

た
の

は
「
一
種
の
攘
夷
で

あ
っ
た
。」

と
大
正

期
「
ア

ラ
∇
ラ

ギ
」
の
所
謂

鍛
練
道
を
批
判
七

た
。
そ
う
し
た
風

潮
に
対
し
「
多

磨
」

は
r
r
詩
』
上
へ
ひ
更

生
。」

を

は

か
る
第
四

期

の
象
徴
運
動
を
展
開

し

　
1
近
代
の
新
幽
立
体
」

を
樹

立
し
、
「
浪
曼
精
神

の
復
興
」
を

は
か

る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
そ

の
浪
曼
運
動

は
自
分
も
年
齢
が
知

命

を

喩
え
て
い
る
の
で
既

往
の
モ

れ
と
は
異

な
り
、〈
「
象
徴

の
玄
義
」

を
「
円
融
の
中
心
ブ
に
お
い
て
発
揮

し
よ
う

と
す
る
。
こ
こ
Iま
で
が
「
綱

領
T
エ
」
同
韮
で
説
か
れ
て
い
る
概

略
で

あ
り

、「
多
磨
」

の
運
動
を
象
徴
的
文
芸
思
潮

の
第
四

期
と
し
七

位
置
づ
け

よ
う
と
し
て

い
る
点
が

最

も
注
目
さ
れ

る
。
こ
の
運
動
は
戦
時

に
入

っ
て
歪
曲

さ
れ

た
が
、
な
お

ロ
マ
ン
的
傾

向
0
　
源
泉

と
し
て
戦
後
の
歌
壇
に
影

響
す

る
と
こ

～ろ
が
大
き

か
っ
た
。
『
綱
領
m

』

は
「
多
磨
の
風

騒
」

を
再

説
」

だ
奉
の
で
、
上
述
o

説
を
総
合
し
た
形
で

あ
る
。
風
騒
、
気
品
を

重

ん

忙
、
余

香
肴
芥
ら

肺
る
必
要
と
共
に
新
に
J
芸
術

に
は
楽

七
み
の
必
要

が
あ
る
と
説
く
。
そ

し
て
最
後

に
世
に
象
徴
を
説
く
者
が
モ
の
境
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に

味

到

せ

ず

、

実

作
0
　
標

紗

た

る

こ

と

を

得

て

い

な

い

の

は

許

さ

れ

な

い

。

要

は

「

感

官

の

俊

雄

如

何

」

で

あ

り

、

追

随

的

に

己

れ

を

空

し

う

し

て

、

し

か

も

得

る

と

こ

ろ

の

少

い

の

は

、

観

念

を

以

て

聴

き

、

知

的

技

巧

に

走

っ

て

「
粉

黛

こ

れ

事

と

す

る

」

か

ら

で

あ

る

と

い

う

。

こ
0
　
批

判

は

「

ア

ラ

ラ

ギ

」

に

対

す

る

ほ

ど

多

く

の

こ

と

ば

を

費

し

て

い

な

い

が

「

潮

音

」

め

思

弁

的

傾

向

を

持

っ

た

象

徴

主

義

に

対

す

る

も
0
　
で

お

り

、

手

き

び

し

い

表

現

で

あ

る

。

白

秋

の

詩

人

的

直

観

的

感

覚

的

象

徴

と

太

田

水

穂

の

哲

学

的

で

流

動

性

の

乏

し

い

観

念

的

象

徴

と

の

違

い

が

明

ら

か

に

意

識

さ

れ

た

発

言

で

あ

っ

た

’。
「

綱

領

Ⅳ

」

は

「
多

磨

の

機

構

と

表

象

」万
と

い

う

題

が

与

え

ら

れ

て

い

る

。

機

構

に

つ

い

て

は

集

団

の
組

織

を

述

べ

た

も

の

で

、

モ

の

一

心

同

体

を

強

調

し

、
「
直

門

の

結

成

」

を

説

き

、

質

の

如

何

に

よ

ら

ず

「
謙

虚

と

信

頼

」
「
純

正

無

垢

」

な

心

的

態

度

が

必

要
・
で

あ

る

と

い

う
・

表

象

と

い

？

で

い
・
る

の

ぱ

『「
多
1
　
」

の

集

団

を

示

す

ツ

ソ

。ボ

ル

を

意

味

し

、

。
「
玉

」

が

そ

れ

に

当

た

り

、

そ

れ

は

か

つ

て

白

秋

が

「
桐

の

花

」

で

短

歌

を

美

的

に

規

定

し

た

「
緑

の

古

宝

玉

」

で

あ

り

。

『
　
　
r
　
　
i
　

‘

太

庫

の

無

限

に

ま

で

広

が

る

微

粒

の

電

子

で

あ

り

、

ま

た

ト「

十

全

体

」

的

な

も
a

で

あ

る

。

「

多

磨

」

は

正

統

短

歌

の

完

璧

球

体

で

あ

右

が

、

伝

統

と

言

わ

ず

に

正

統

と

言

っ

て

い

る

の

は

滞

る

こ

と

か

く

正

大

の

気

を

も

っ

て

蒼

古

と

呼

び

合

っ

て

い

る

か

ら

で

あ

る

。
「

正

統

に

し

て

、

真

に

未

来

ひ

青

海

波

を

思

ふ

者

、

此

の

本

流

詩

精

神

に

あ

る
心
　
玉

の

幻

術

は

か

く

し

て

雲

霧

を

岩

の

上

に

弾

く

。
」

と

詩

的

な

表

現

を

以

て

全

文

を

結

ん

で

い

允

分

析

的

、

理

論

的

な

主

張

で

は

な

い

が

、

象

徴

的

表

現

に

寄

せ

る

心
9

深

さ

と

独

ぽ

の

替

喩

的

表

現

｀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『

｀

の

技

法

に

注

目

さ

れ

る

も

の

で

あ

る

。
　

万
　
　
　
　
　
　
　

～

右

の

「
宣

言

」

な

ら

び

に

「
多

磨

綱

領

」

の

主

張

は

既

に

気

聯

の
生

動

と

品

格

の

整

斉

を

説

い

た

昭

和

九

年

四

月

刊

行

の

歌

集

・「
白

南

風
「

の

序

文

に

源

流

を

持

っ

て

い

る

○

i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
■
　
　
r
l
　
　
　
I
　
　
　
　
J
　
I

「

惟

ふ

に

風

騒

い

や

し

く

も

す

べ

か

ら

ず

。

か

の

光

明

に

参

じ

、

虚

実

交

七

に

し

て

荘

厳
0

秘

密

を

識

る

、

畢

竟

は

此

の

我

を

観

、

我

を

識

る

な

り

。

一

な

る

生

命

の

根

源

に

貫

徹

す

べ

曽

の

み

で

乃

ち

、

心

地

清

明

に

し

て

万

象

お
の

づ

か

ら

に

透

映

し

、

品

格

整

斉

に

し

で

気

韻

お
G

づ

か
6
　
に

生

動

せ

む

。

純

情

に

し

て

簡

朴

な

る

、

幽

玄

に

し

て

富

賠

な

る

、

情

意

藻

っ

て

詞

華

之

に

順

じ

、

境

涯

極

に

入

っ

て



-10
-

象

徴

の

香

気

一
犬

に

鍾

る

。

・
・
・
・
ｔ・・
」
ヽ

、‘
　

＼

＼

…
…
　

…

〃
　
　

ノ
　

ご
　
　
　
　
I
　

’、
　

上
　
　
　

＼
　

士

I
　
　
　タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ー
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
j
　
　
　
　
r
　
　
　
j
　
　ダ　
　
　
　
　
　
　
　ー
　
　
　
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

こ

の

序

文

の

記

さ

れ

か

の

は

昭

和

九

年

で

あ

る

が

、

集

中

の

作

品

は

そ

れ

よ

り

以

前

の

も

の

で

あ

吝

。

「

白

南

風

」

。
全

体

の

新

鮮

さ

は

、

j
　
　
r
l
　
f一
　
　
　
F
　
　
F
　
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

そ

の

柔

軟

な

新

古

典

的

象

徴

性

に

あ

る

が

、

特

に

向

集

の

昭

和

六

年

初

夏

か

ら

八

年

冬

ま

で

の

作

に

当

た

る

「

砧

村

雑

詠

」

。。に

象

徴

性

が

顕

著

で

あ

る

。

ド
　

…
　

…

いノ

〈

・

’

I
I
I
｀
　
I
　四
　
　
！
　
4
　
　
I

j
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
I

d
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　■
　
　
　
　
％
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
J

〈
吾

が

窓

よ

丹

に

開

け

ば

刈

り

し

ほ

の

穂

麦

の

矢

羽

根

風

そ

よ

ぐ

な

り

「

白

南

風

ド

砧

村

雑

唱

万
　

＼
　

ハ
　
　

＜
　
　

…

…

…

＼

日

あ

・
た

り
0

　
枯

葉

の

く

ぬ

ぎ

牒

ら

ら

か

ず

霜

晴

の

午

の

需

の

し

づ

け

さ
　

同
　
　
　

同

4
　÷
　
l
　
　
　
　
　
　
l
j
　
I
　・
　
　χ
　
　
　
　
　
I
　
　
　゙
S

゛

F
　
　
÷
　
　
　
I
芦
　
　
4
　『
7
I
　
I
　
I
　
　
j
　
　
　
F
　
I
　
S
　
l
　
l
　
　
j
I
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　

―
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　ｔ
　
　
―

な

ど

に

そ

れ

が

見

ら

れ

石

プ

た

だ

し

こ

の

時

期

の

手

法

は

「

多

磨

」

時

代

ほ

ど

伺

密

に

表

現

を

追

求

し

て

い

な

い

。

素

材

も

な

お

田

園

風

な

多

の

が

多

ぐ

、

民

族

的

古

典

調

を

濃

厚

に

反

し

た

も

の

で

は

な

い
O

パ

モ

の

た

め

に

軽

快

な

調

べ

に

よ

る

親

近

感

は

あ

る

が

、

練

り

あ

！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
l

げ

ら

れ

た

。
・・
芸

術

的
1

　

揚

感

は

「

多

磨

」

時

代

に

入

っ

で

か

ら

が

強

い

も

の

と

思

わ

れ

る
o

　
　　
　　
　　
　
.
 

■　
。　
　　
　　
　
　■　
　
_　　　
。　
　　
　
_。
 

■
-
 

・
 
'

。
-
。。

白

秋

が

「

多

磨
1
　
　

時

代

の

歌

風

の

実

現

に

努

力

し

た

こ

と

に

つ

い

て

白

秋

は

「

白

秋

詩

歌

集

Ⅳ

」

（

昭

和

十

六

年

八

月

刊

。

河

出

書

房

）

め

後

記

で

次

の

よ

う

に

記

し

て

い

る

。
　
　

づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ド

「

・
ミ

・
・

そ

の

年

（

注

、

昭

和

十

年

）

の

六

月

、

私

は

愈

々

一

門

の

歌

誌

『

多

磨

』

を

創

す

る

こ

と

に

な

っ

た

。

多

磨

短

歌

会

の

結

成

は

、

゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
　
　
　
　
　
　
　
　

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

「

渓

流

唱

」

△
に

よ

っ

て

機

運

動

き

、

遂

に

そ

の

孟

夏

に

到

っ

七

、

そ

の

白

虹

相

を

映

発

し

た

〈
｀
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

‘
　
　
、

’

d
　
　
　
　
　
l
　
　
－
　
　
　
j
j
■
　
　
　
　
　
　
　■
　
　
　
I
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
j
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

一

而

し

て

多

磨

第

［

年

、

第

二

年

は

そ
0

　
新

運

動

の

草

創

期

に

あ

っ

て

、

自

他

共

に

切

磋

琢

磨

し

た

。

茲

に

謂

ふ

多

磨

歌

風

の

発

祥

を

成

す

も

の

で

あ

る

。
」

ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

エ

こ

れ

に

よ

れ

ば

白

秋

と

し

て

は

、

「

多

磨

」

刊

行

の

十

年

の

新

春

伊

豆

湯

ヶ

島

に

二

十

日

間

滞

在

し

た

折

の

「

渓

流

唱

」

一

連

三

十

七

ヽ

首

が

直

接

的

な

「

多

磨

」

創

刊

の

契

機

と

な

っ

た

と

考

え

て

い

た

と

思

わ

れ

る

。

「

渓

流

唱

」

は

歌

集

と

し

て

は

没

後

刊

行

で

あ

る

。

そ

一
　
四
　
　一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
J
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

の

≒

渓

流

唱

」
ノ

ー

連

は

大

連

作

で
I

視

点

の

含

ま

う

た

写

生

と

対

象

を

包

む

情

趣

と

が

よ

く

融

合

し

、

密

度

の

高

い

作

で

あ

る

。

冬

の

寂
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光

を

漂

わ

す

山

間

の

渓

流

に

遊

ぶ

鵠

偏

の

姿

に

作

者

の

心

が

染

み

こ

み

、

一

連

全

体

が

あ

た

か

も

静

寂

閑

雅

な

淡

彩

の

画

面

を

幾

つ

か

つ

ら

ね

た

趣

で

あ

る

。

光

を

か

え

す

よ

う

な

鵠

愉

と

水

沫

の

動

き

が

焦

点

と

な

り

、

渓

流

の

気

が

象

徴

的

に

表

現

さ

れ

て

い

る

。

j
　
―
　
　
　
　
　
i
　
　
　
　
　
l
j
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
F

行

く

水
O

ぼ

に

と

ど

ま

ら

ぬ

青

水

沫

翁

鶴

の

尾

は

触

れ

に

た

り

け

り

ご

岩

づ

た

ふ

黄

の

鵬

鶴

の

影

見

れ

ば

冬

の

明

り

ぞ

澄

み

と

ぽ

り

た

る
　
　
　
　
　
　
　
　

＼
　
　
　
　
　
　

万
　
　
　
　
　
　
　
　

上

…
…
久

ヽ

は

観

て

幽

か

よ

と

ぞ

思

ふ

し

じ

に

澄

む

青

水

沫

あ

れ

ば

流

る

る

泡

あ

り
　
　
　
　
　
　
I
　
　

ド
　

。ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　

「

短

歌

研

究

」
　

【

昭

一

〇

、
言

】
）

／－
I

■
　
r
　
　
F
j
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　

♂
　
　
　
i
　
S
　
　
　
　
I
　
　
S
　
1
1

こ

う

し

た

作

品

を

前

提

に

し

つ

つ

「

多

磨

」

初

期

の

充

実

し

た

、

重

厚

で

光

彩

豊

か

な

諸

連

作

が

発

表

さ

れ

た

。

牡

丹

花

に
率

ひ

び
・
か

ふ
春

雲

ひ

る
風

塵

の
な

か

に

わ
れ

も
思

は

む

銀

屏

風

な

に

か
が

ぐ

ろ

し

く
・
わ
う

と

し
て

灯

は
あ

か

れ
ど

も

箔

の

継

ぎ
見

ゆ

♂
　
　
J
　
r

÷－
　
　
　
1
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
j

三
下

薗

願

の
花

文

の

象

は
ま

し

ろ

く

て

た

だ

に
浄

ら

の
命

寂

び

た
り

多

宝
塔

い

ま
だ

に
明

き

夕

光

を

あ

そ

ぶ
童

の

ひ

と
り

ま
し

つ

つ

白

き
猫

秋

く

さ
む

ら

の

照

り

に

を

り
影

の

そ

よ
ぎ

の
う

れ
し

か

る
ら

し

い

ず

れ

も
巧

緻

な
表

現

で
あ

り
、

対

象

の
陰

尉

感

を

捉

え

寂

光

の

世
界

を
描

き

出

し

て

「
多

磨

」

創
刊
号

（
昭
一
〇
、
六
）

（
昭
一
一
、
四
）

（
昭
一
一
、
五
）

（
昭
十

て

三

一
）

い
る
。
新
幽
玄
の
理
想
が
実
現

さ
れ

た
有
の
と

言
い
得

よ
う
。
日
常
的
に
萎
縮
し
て

い
た
り
、
観
念
象
徴
に

傾
い
た
り
・、
軽

い
モ
ダ
ユ
ズ
ム
に
流
れ
て
い
た
当
時
の
歌
壇
に
お
い
て
こ
れ

は
源

泉
を
中
世
古
典
に
も
と
め
な
が
ら
新
し
く
樹
立
さ
れ
た
情
調
的
象
徴

の
世
界
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
古
典
的
日
本
美

を
尊
重
、
愛
慕
す

る
時
代
風
潮

を
背
景

に
大
き
い
影
響
を
白
秋
周
辺

の
人

々
に
与
え
た
。
次
に
白
秋

の
感
化
力
の
作
用
し
て
い
る
人

々
の
作

を
「
多
1　
」
の

初
期
か
ら
少
し
く
引
用
す

る
。

ど
こ

や
ら
に
柏
手
き
こ
ゆ
月
の
夜
の
富
士
を
ろ
が
み
て
寝
に
っ
け
る
ら
し

夏

．め
斧
で
朝
間

は
霞

む
塩
田

の
し
め
り
ほ
ど
よ
き
涼
し

さ
を
踏
む

穂
積
忠

荒
木

暢
夫

（
昭

一

〇

、
　
七

）

（
昭

［

〇

、

八

］
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館

山

の

あ

た

り

と

思

ふ

水

平

線

に

か

す

加

に

黒

し

戦

瞰

艦

グ

か

げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中

村

正

爾
　

（
昭

一

〇

、

九

）

禅

堂

の

夜

座

の

心

耳

に

澄

か

も

の

は

孟

宗

藪

の

笹

鳴

り

か

あ

は

れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木

俣

修
　

【
昭

】
○

、
T

二

）

沖

は

ろ

か

氷

野
0

　
う

ご

き

徐

々

に

し

て

ま

な

こ

凝

ら

せ

ば

岸

に

せ

ま

る

ら

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒

井

広

治
　

（
昭

一

一

、

四

）

l
　゛
゛
　
　
　
　
　
　
J
　
J
　
a
　
　
　
　
　
j
　
　
　
　
　
　
　
　
S
　
　
　
　
　
　
　
　

・
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　

φ
　
　
　
　
　
i
　
　
　
　
　
　
　

゛

』

」
れ

ら

門

下

の

主

要

作

者

は

新

幽

玄

風

を

学

び

つ

つ

質

的

に

充

実

し

た

作

を

見

せ

て

い

る

の

み

な

ら

ず

、

毎

月

二

三

十

首

な

い

し

は

四

十

首

の

力

作

を

寄

せ

て

お

り

、

青

壮

年

期
0

　

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

以

て

作

歌

に
当

っ

て

い

た

こ

と

が

知

ら

れ

呑

。

こ
0

　
こ

と

は

主

要

作

者

よ

り

や

や

若

い

世

代

に

つ

い

て

も

言

え

る

こ

と

で

あ

づ

た

。

次

に

十

二

の

例

を

挙

げ

て

尹

こ

う

｀
V`
“
　
　
　
　
　
　
　
’

花

信

遅

く

い

た

づ

ら

に

吹

き

上

ぐ

春

嵐

み

ち

の

道

祖

神

は

た

ち

て

い

ま

せ

り
　
　

上
　

宮

柊

二
　
　

「

白

虹

集

」

（
昭

一

て

五

）

唐

犬

の

な

に

思

ひ
6

　
む

眸

の

か

が

や

き

牡

丹

の

花

と

あ

て

に

貴

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富

倉

良

子
　

「

白

虹

集

」

【
昭

】

一

、

七

）

さ

て

白

秋
0

　
歌

風

は

昭

和

十

二

年

九

月

頃

か

ら

白

秋

が

眼

疾

に

か

か

り

、

次

第

に

失

明

状

況

に

近

づ

き

薄

明

の

界

に

あ

る

よ

う

に

な

っ

た
た
め
幽
暗

な
独
自

の
境
地

に
進

ん
だ
。

照

る
月
の

冷
え

さ
だ

か
か
る
あ
か
旦

戸
に
眼

は
凝
ら
し
つ
X

盲
ひ
て

ゆ
く
な
り

春

ふ
か
き
牡
丹

に
ぞ
思
ふ

か
が
な
べ
て
眼

を
病
み
て

よ
り
幾
と
せ
経
た
る

宍
逆
光

り
手

の
白
菊
仰
臥

に
見
つ
つ
ぱ
な
や
げ
や
が
て
見
ざ

ら
む

り 四 .・ . S ●  i

「

多

磨

」
　
　
（
昭
「

三

、

二

」
「
黒

桧

」

「
多

磨

」

｛

昭

一
五

六

ブ
「
牡

丹

め

木

」

こ
＼
『
多

磨

』
　
上
（

昭

一
五

、

七

）
「
黒

桧

」

レ

」
れ
ら
に
は
従
来
見

ら
れ
な

か

づ
た
心
内

の
世
界
、
暗

い
生
命
の
秘
所

が
見

つ
め
ら
れ
て

い
る
。
外
部
感
覚
り
歌
人

は
こ
こ

に
深
い
心

象

の
歌
人
に
変
貌
し
、

も
早
他

の
追
随
を
許
さ

ぬ
も
の
。が
あ
る
。
白
秋

は
没
後
刊

行
さ
れ
た
「
黒
桧
」

の
巻
末
に
「
一

生
の
重
患

に
於
て

幸
せ
ら
れ
。て
ゐ
る
。
」
と
記
し
た
が
ご
こ
れ
は
誠
に
大
き
い
犠
牲
の
土
に
得

ら
れ
た
諦
観
で
あ
っ
た
。

自
秋

は
十
七
年
十
一
月
二
日
で

先

に
刊
行
し
た
「
黒

桧
」
（
昭
一
五
、
八
）
を
残

し
て
死

去
し
た
。
同

年
の
「
多
磨
」
十
二

月
号

は
「
レ
し
！「

原
白
秋
先
生

葬
儀
録
」
と

な
り
、
清
水
澄
芸
術
院
長
、

肉
親
、
多
磨
短
歌

会
会
員

、
詩
壇
、
文
壇
、
歌
壇
、
音
楽
界

諸
家
の
追
悼
文
、
葬
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儀

記

録

が

掲

載
参

れ

た

プ

ま

た
こ

の
十

】一

月

号

か
ら

、

表

紙

に
従

来
十
「
北

原

白

秋

主

宰
」

と

あ
ら

た
文

字

が

「
北

原

白

秋

創

刊
」

と

な

り

、

二

十

年

十

一

月

の

歳
末

号

に
至

っ

た
。
（
こ
め

二
十
年
は
六
冊
刊
行

に
終

る
。）い
十

八

年

六

月

号

は
追
悼

号

で

あ
岑

。

巻

頭

に
十

六

年

八

月

の
白

秋

の
写

真

が
掲

げ
ら

れ
、〈
1
　
ら

に
青
年

期
以

後

の

諸
写

真

が
あ

り

。

河
井

酔

若

、

蒲

原

有
明

、

木
下

杢

太
郎

、

斎

藤

茂

吉

、

里
見

倅

、

谷

崎

潤

一

郎

、
中

山

晋

平

、

信

時

潔

ら

多

く

の

詩

壇

、

歌

壇
、

文

壇

、

楽

壇

の

人

々
。

肉

親

、
門
下

の
人

々

が
稿

を
寄

せ

、

白

秋

の

広

い

交

友

を

物
語

っ
て

い

る

プ
年

譜

、

著

書

目

録

、
参

考
文

献

も
比

較

的

短

期

に
編

ま

れ

た

も

の
を

し
て
ぱ

整

っ

た

も

の
で
・‘あ

る

。’
没

後

刊

行

さ

れ

た

歌

集
壮

晩

年

作

を
集

め

た
｛

渓

流

唱

｝
「
牡

丹
「
の
木
」
「

橡
」万
は
仁

め

、

中

期

作

を

集

め

た
十「
風

隠

集

」
「
海

阪

」

で

あ

る
。
こ

の
時

期

は
物

資

欠

乏

の

参

め

、
「
多

麻
ご

と

も

ど

も
粗

悪

な
用

紙

で

あ

る
ご。
秀

品

を
載

ぜ
る

に
し

て

は
淋

し

い

体

裁
略

あ
くっ

た

。
　

～
　
ド

白

秋

の
死

の

前

か

ら
日

本

社

会

の
国

粋

化

は
強

ま

り

、
「
多

磨

」’
は
昭

和
十

五

年

一
月

号

（
第
十
巻
一
号
）
の
表

紙

の

背

に

旨

呂

の
皇

紀

年

数

を

横

書

に

し
て

入

れ
、

扉
』に
～「
皇

紀

二
千

六

百

年
」〈

を

入

れ

る

に
至

っ
た

。

こ

の
時

期

の

作
品

な

ど

に
ら
ごい
て

は
後

に

㈲

の

「
多

寥

の
発

展

と

そ

の

人

々
」

の
項

に

も
略

記

す

る

が

。

白
秋

の

指
導

精

神

は
戦

時

色

を

き

わ
め

て

濃
厚

に
反

映
し

た

も

の
で
あ

っ
’
だ
。

大
束

亜

戦

争

前

の
十

六

年

七

月

号

の

巻
頭

言

に
白

秋

は

次

の
よ

う

に
記

し

て

い

る

。
　
　
　
　

上
　
　
　
　
　

上
1

「
多
磨

は
I
絲
素
れ
ぬ
統
制
下

を
以
て
し
て
、
能
く
邁
進
す
る
。
独
裁
多
磨

は
ま
た
全
体
多
1　
で
あ
る
。
多
1　
は
草

創
よ
り
今

に
及
ぶ
個
で
あ
り
全
で

あ

っ
た
。
個
め

気
晩

と
し
ノ

全
の
真
実
と
し
た
。
和
を
以

て
貴
し
と
す
る
そ
の
和
こ
そ

は
こ
の
多
磨
を
白
璧
と
す
る
。
。。。。。．
J

全
体

主
義

的

独

裁
体

制
下

に

お
け

る
集

団

の
団

結

と

国

粋

的

尚

古
精

神

に

よ

る
短

歌

形

式

の

尊

重

整

備

が

強

く

説

か

れ
て

い

る
。

し

か

し

、
こ

の
統

制

的

な
現

実

の

中

に

あ

っ
て

「
多

磨

」

の
新

象

徴

的

手

法

が

完

全

に
壊

滅

し

去

っ

た

の
で

は
な

い

。

右

の

巻
頭

言

に

「
蒼
古

の
雲

を
雲
と
し
山
河
を
こ
の
襖
と
す

る
ぼ
本
民
族
の
血
脈
に
あ
っ
て
、
我

等
は
作

歌
し
、
こ
の
一
貫
し
た
精
神
に
於
て

、
こ
の
伝
統
を
極
限
に

ま
で
整
律
し
よ
う
と
す
る
。
…
…
」
「
新
感
覚
或

は
近
代
抒
情
と
い
ひ
、
象
徴
と
称

し
幽
玄
と
称
す
る
も
の
等
々
が
、
我

が
こ

の
多
1　
と
何
ら
の

縁

由

な
き
も
め

と
も

思
壮

ね
。
そ
め

多
磨

歌
風
四
浸
潤

に
就
て

轜
、
敢
て
亦
自

ら
揚
言

し
よ
う
と
も
し
な
い
。
…
：
’」・
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と
あ
る
の
は
方
法
的
な
面
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
象
徴
主
義
を
な
お
見
失

う
竃
い
と
す

る
自
己
説
得
分
声
で

あ
っ
た
。

三
　

「
多
磨
」
の
発
展
と
そ
の
人
々

「
多

磨

」

初

期

の

歌
風

、

理

念

に

つ

い
て

は
前

項

、

前

々
項

に
記

し

た
が

、

こ

こ

で

は

出

詠

人
員

的

な
面

と

主
要

作

者

の
戦

時
下

作
品

面

と

か
ら

の
見

て

ゆ

き

た

い
。

第

一
年

、

即

ち

昭

和

十

年

六

月

か

ら
翌

十

一
年

一
月

ま
で

と

十

一

年

七
月

、
十

二

年

一
月

、

十

二

年

七

月

の

各

欄

出
詠

者

数

は
次

の

よ
う

で

あ

る
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

号数 出詠人員

10. 6 218

10.7 274

10. 8 389

10. 9 375

10.10 392

10.11 420

10.12 406

11. 1 313

11. 7 337

12. 1 360

12. 7 365

第
一

年
が
可

な
り
早
い
速
度
で
増
加
し
て

い
る
こ
と

が

知

ら

れ

る
。
第
二
年
の
十
「

年
、
第
三

年
の
十

二
年

に
ぱ
や
X

減
少
し
て

三
百

名
台
で
あ
る
が
、
十
五
年

に
は
回
復
し
、
同
年
一
月
は
四

百

四
十

七
名
、
同
六
月
の
五
周
年
記

念
号
は
四
百
八
十
八
名
、
白
秋

の
死

の
直
前
の
十
七
年
十
一
月

に
は
九
百
四
十
二
名
で
あ

る
。
没
後
の
十
八
年
五
月

に
お
い
て
も
八
百
五

十
九
名

を
維
持
し
て

い
る
。
こ

の
ピ
ー
ク
時

に
い

十
年
六
月
の

「
ア
ラ
ラ
ギ
」

は
七
百

七
十
四

名
で
、
「
多
磨
」

の
約
三
倍
で
あ
る
が
、
右

の
十

八
年
六
月
で

は
「
ア
ラ
ラ

ギ
」
が

】
千
二

百
九
名
で
あ

る
に
対
し
、
多
磨
は
」

八
百
五
十
九
名
で
、
な
お
三
百
五
十
名

の
差
が
あ

っ
た
の
で
あ

る
。

た
だ
し
初
期
の
「
多
磨
」
は
小

売
店

の
店
頭
売
り
が
な
さ
れ
て
い
た
。
筆
者

も
モ
れ

を
求

め
、
そ
の
新
鮮
な
魅
力
に
惹

か
れ
た
一
人
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
実

際
の
刊

行

部
数

は
出
詠
者
よ
り
遥
か
に
多
く
、
発
行
所
が
ア

ル
ス
で
あ
っ

た
関
係
も
あ
っ
七

広
く
普
及
」

て

い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
十
五
年
六

月

の
五
周
年
記
念
号

に
よ

る
之
支
部
の
所
在
地
は
北

か
ら
旭
川
、
秋
田
、三
気
仙
沼

、〈

国
学
院
大
学
、
伊
豆
、

恵
那
、

京

都
、

大
阪
、
△
岡
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山

、

琴

平

。

北

九

州

、

大

分
0
　
　十

二

か

所

と

な

っ

て

お

り

、

合

同

歌

集

の

「
多

磨

第

四

歌

集

」
（
昭

一

八

、

三

）

の

出

詠

者

は

五

百

二

十

五

r
　
4
　
　
　
I
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
j
I
　
　
　
　
　
　
　
I
　
I
　
I
　

I
　
『

名

で

あ

る

が

、

モ

の

住

所

は

樺

太

、

朝

鮮

、

満

州

、

南

支

、

北

支

な

ど

を

加

え

て

大

多

数

の

道

府

県

に

及

ん

で

い

る

。

広

い

社

会

的

普

及

が

あ

っ

た

こ

と

が

う

か

が

わ

れ

る

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

…

…

…

ド
　
　

…

…
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

「
多

磨

」

は

ま

た

歌

人

層

に

普

及

し

た

の

み

で

な

く

国

文

学

者

、

民

俗

学

者

、

詩

人

た

ち

に

も

関

心

を

持

た

れ

跡

と

思

わ

れ

る

。

次

の

よ

う

な

各

分

野

の

学

者

、

詩

人

の

研

究

論

文

随

筆

類

が

創

刊

号

以

来

、

し

ば

し

ば

寄

稿

さ

れ

て

い

る

か

ら

で

あ

る

。

創

刊

号

か

ら

三

号

ま

で

の

久

松

潜

一

の

「
為

家

論

」

以

下

安

藤

正

次

、

石

井

庄

司

、

頴

原

退

蔵

、

佐

藤

惣

之

助

こ

坂

元

雪

鳥

、

釈

迢

空

、

品

田

大

吉

、

島

田

謹

二

、

新

村

出

、

武

田

祐

吉

、

戸

川

秋

骨

ヽ

豊

田

八

十

代

、

能

勢

朝

次

、

萩

原

朔

太

鰻

三
平

匪

禿

木

、

福

士

幸

次

郎

、

瞰

田

徳

太

郎

、

峯

岸

義

秋

、

矢

野

峰

人

ら

が

寄

稿

者

で

あ

り

、

鳥

類

学

者

内

田

清

之

助

も

随

筆

を

寄

せ

て

い

る

。

西

角

井

正

慶
（
見

沼

冬

勇
）

の

よ

う

に

作

品

と

共

に

独

自

の

研

究

論

文

「
神

楽

歌

研

究

」
（

一

ノ
三

以

降

断

続

発

表

）

の

。ご

と

き

を

寄

せ

た

も

の

も

あ

っ

た

の

で

あ

る

。
　

上
　
j

＼

。

隆

盛

の

ピ

ー

ク

を

迎

え

た

時

期

が

戦

争

の

厳

し

い

時

代

左

重

な

り

、

早

く

も

刊

行

の

苦

痛

を

経

験

せ

ね

ば

な

ら

な

か

っ

た

ご

と

は

皮

肉

な

運

命

で

あ

っ

た

。

し

か

し

「
多

磨

」

は

そ

の

出

発

期

か

ら

当

時

の

風

潮

た

る

国

民

主

義

的

古

典

尊

重

の

態

度

か

新

し

い

象

徴

主

義

的

方

法

に

よ

っ

て

美

的

に

表

現

す

る

こ

と

に

。よ

っ

て

多

数

の

支

持

を

得

た

の

で

あ

る

か

ら

、

こ

の

運

命

は

そ

れ

自

身

に

内

在

し

で

い

た
f

己

む

を

得

な

い

も

の

で

あ

っ

た

と

も

言

わ

れ

よ

う

。
　
　
　
　

‘’
　
　
　

〈
　

ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…

……

大

東

亜

戦

争

に

突

入

し

た

の

は

十

六

年

末

で

あ

呑

が

、

翌

十

七

年

二

月

号

は

表

紙

に

「
大

東

亜

戦

争

」

と

朱

書

し

た

特

集

号

と

な

っ
く
て

い

る
・

巻

頭

に

は

白

秋

の

「
皇

軍

頌

」

の

詩

が

あ

る

。
「
海

ゆ

か

ば

水

づ

ぐ

屍

：
…
・
」

の

歌

詞

を

前

書

き

に

据

剋

だ

＼
　
　
　
　

△
　
」
い

「
轟

け

よ

、

万

世

の

道

の

臣

、

大

御

軍

い

ざ

奮

へ

、

い

く

ざ

び

と

揺

り

ど

よ

む

と

」

で

は

じ

ま

る

、

絶

対

主

義

讃

仰

の

詩

で

あ

る

。

そ

し

て

そ

の

あ

と

に

反

歌

風

な

次

の

一

首

が

加

え

ら

れ

て

い

る

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ
ヽ

天

皇

の

大

御

軍

の

行

く

と

こ

ろ

神

ま

し

ま

せ

り

向

ふ

敵

な

し

＼

ニ
…

…

…

レ
　
　
　

～
　

…
…

…
・
…
…

…

…

…
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十
八
年
五
月
、
先
に
触
れ
た
「
多
1　
第
四

歌
集
」

が
刊
行

さ
れ

た
が
、
こ
れ
が
合
同

集
の
最
後

と
な
っ
た
。
既
に
白
秋
死

後
で

あ
る
た

め
巻
頭
の
白
秋
の
「
序
に
代
へ
て
」
は
前
に
引

い
た
十
六
年

七
月

の
巻
頭
言
を
転
載
し
た
も
の
で

あ
る
。

戦
中
か
ら
戦
後
へ
か
け
て
の

「
多
磨
」
の
作
品

は
次
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。

亡
骸
に
火
が
ま
は
ら
ず
て
喧
せ
た
り
と
互
に
語

る
お
も
ひ
出
で
て
あ
は
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
柊
二
　
（
昭
一
七
、

こ

レ
半

シ
ン
ヤ
ン
号
空
し
と
聞
け
ば
残
り
た
る
わ
が
憎
し
み

は
サ
ラ
ト

ガ
に
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
幸
輔
　

公
二

七
で
二
）」

岸
じ

ま
じ
と

此
方
向
き
ゐ
器
俘
虜

ひ
と

り
恰
し

む
が
如
き
薄
笑
ひ
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
正
爾
　
（
々
一
七
、
五
）

十

艇
今

し
ふ

で

ん
と
ぞ
澄
か
み
命
の
い
よ
よ
幽

け
し
枚
街
み

た
り
　

▽
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
　

初
井
し
づ
枝
　

【
々
】
八
、
五
）づ

ト
　
疎
開
す

べ
き
疎
開
せ
し

め
て
こ
の
町
は
街
上

に
ゆ

ふ
べ
遊

ぶ
子
も
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
俣
修
　
（

タ
ー
九
、
九
）

よ
ろ

め
き
て
煙
吐
く
と
謄
る
間

も
あ
ら
ず
逆
揉
み

に
グ
ラ

マ
ソ
戦
闘
機
堕
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
間
正

男

よ

こ

】
〇
、
五
サ

ー
　
月

の
光
焼
け
跡
の
街
衝
に
照
り
わ
た
り
骨
片

の
ご
と
き
瓦
篠
の
集
積
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木
暢
夫
　
（

ク
ニ
〇
、
一
二
）

い
き
ど
ほ
り
は
た
や
あ
へ
な
し
甘
藍
の
結

ば
ざ
る
い
く

つ
扱
ぎ
捨
て
む
と
す
　
　
　
　
　
　
　
　

・・
　
　
鈴
木
英
夫
　
（
こ

二

、
六
）

コ
こ
れ
ら
は
さ
ま
ざ

ま
の
姿
の
苛
酷
な
現
実

を
伝
え
て
い
る
が
、
な
お
余
情
的
詠
嘆
が
見
え
、
作
者
が
初
期
「
多
磨
」
以
来

の
人

々
で
あ

る
巡

め
い

手
法
的

に
新
幽

玄
調
の
余
韻
が
響
い
て

い
る
。

白
秋
没
後
の
へ

多
磨
」

は
集
団
合
議
制

を
と
っ
て
刊
行
さ
れ
、
編
集
委
員
会

が
設
け
ら
れ
、
編
集
者
は
木
俣

修
↓

泉
甲
二
↓

中
村
正
爾

と
移
行

し
た
こ

と
は
前
に
記

し
た
。
選
者
は

は
‐

め
、
十
九
年
七
月
の
時
点
で

穂
積
忠
、
犬木
俣
修
、
中
村
正
爾
ぐ

荒
木
1
　
夫
、
鐸
木
孝
、

泉
甲
二
、
岩
間
正
男
の
七

名
で
あ
っ
た
。

戦
後
の
二
十
三
年
二
月
に
は
選

者
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
制
を
と
り
、
（
同
月
「
多
磨
」
月
報
欄
に
よ
る
）

上
記

の
人

々
’に
宮
柊
二

、
鈴
木
英
夫

を
加
え

た
形
で
実
施
さ
れ
た
模
様
で
あ

る
1
0終
刊
直
前
の
二

十
七
年

八
月

の
選
者

は
、
木
俣
修
。
鐸

木
孝
、
中
村
正
爾
、
宮
柊
二
で
あ
っ
元

。
’

…
…

ノ

…

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

…

－ -●●り L Wし S ’ 4 し ● .・・
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～

戦

争

の

最
4

　
酷

貼

い

時

期

の

昭

和

二

十

年

、

戦

後

の

二

十

一

年

の

「

多

磨

」・

は

他

誌

同

様

ザ

ラ

紙

十

数

ペ

ー

ジ

の

も

の

と

迩

っ

た

。

『

ニ

ヶ

月

の

時

旧

を

費

し

て

苦

心

印

刷

を

了

し

た

（

注

、

二

十

年

）

二

月

号

は

、

製

本

所

に

於

い

て

戦

火

の

為

め

に

灰

謔

に

帰

し

七

し

ま

っ

た

・
。
一

∇

と

い

う

如

き

状

況

で

、

や

か

を

得

ず

二

十

年

の

二

、

三

月

号

は

残

存
1

　

た

紙

型

で

二

月

号

の

二

部

を

加

東

、

合

併

号

を

出

し

だ

の

f
　
　
j
　
　
　
　
Z
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
j

で

あ

る

。
ノ

『

新

年

特

輯

・

決

戦

歌

集

号

』

と

あ

る

二

十

年

｝

月

号

の

出

詠

者

ぱ

四

百

三

十

名

懲

あ

る

。

終

戦

直

後

の

二

十

年

十

一

月

　
0
・
歳

末

号

は

二

～

二

部

計

二

〇

名

、

二

皐

部

百

十

名

、

計

百

二

十

名

で

、
、

全

」

五

　　 。
ペ

ー

ジ

で

あ

る

。

第

一

一

部

会

員

の

作

、

二

三

一
を

抄

出

す

る

。

こ

’

％
　－
　
　
　

■
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
　
　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X
　
　
　
　

″

一
　
　
　
i
I
　
　
S
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　
　
　

゛
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

の

時

第

三

部

に

は

田

谷

鋭

、

吉

野

昌

夫

、

―’
安

立

ス

バ

ル

、

中

村

純

｝

ら

諸

氏

の

名

が

見

え

る

。

＼

r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　一
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
　
≒
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

“
　
　
　
　
　

―
　
　
　
　

Φ
　
　
　
　
　
　
　

一

焼

け

跡

の

充

締

を

鳥

ほ

ひ

は

び

こ

元

る

糸

瓜

す

ず

し

き

朝

の

風

な

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒

木

暢

夫

I
　
　
　
　

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
　
　
　
　
　
1
　
1
　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

蘇

満

国

境

に

あ

り

し

吝

于

は

や

時

久

し

探

ぐ

る

術

な

し

雪

深

か

ら

む

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
　
　
　
　

泉
　

甲

二

F
J
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

』
　
　
　
　
　
　
　
　

≒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
l
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
j
　
l
　
　
　
　
　
　
　

一
i
　
a
　
　
　
　
　
　

゛
　
　
　
　
　
　
　
　

四

声

高

に

誠

足

ら

は

ぬ

く

さ

ぐ

さ

の

歌

あ

り

し

・
か

な

思

ひ

み

む

と

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩

間

正

男

裁

か

る

る

も

の

誰

彼

と

い

ふ

・
こ

ゑ

の

こ
騒

然

と

し

つ

つ

五

千

日

経

に

け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木

俣

・
　

修

野

を

行

き

て

ひ

び

く

い

の

ち

の

寂

し

さ

に

青

き

煌
1

　

食

は

む

と

ぞ

思

ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉

野

鉦

二

終

戦

直

後

の

悔

恨

辿

戦

争

責

任

に

対

す

る

恐

怖

感

、

生

活

の

逼

迫

感

が

詠

ま

れ

、

「

多

磨

」

風

象

徴

は

殆

ど

見

ら

れ

ぬ

、

現

実

感

の

強

j
　
　
　
　
　
　
　
　

’
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　
　

『
　
　

″
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　

゛
　
　
　
　
　
　
　
J
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
　－
　
　
I

い

も

の

と

な

っ

て

い

る

・
。
　

ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご

■
　

″
I
　
　
　
　
　

゜
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
s
　
　
j
　
　

一
　
I
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　

÷
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
I
　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
F

そ

の

後

、

出

詠

者

は

少

し

く

回

復

し

、

二

十

一

年

｝

月

は

二

宵

五

十

七

名

、

二

十

五

年

｛

月

は

二

部

二

十

三

名

、

［

、

ニ

、

三

部

合

計

r
　
　

『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
j
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
s
　

’
　
　
　
　

ヾ
　
　
　
　
　

一

三

百

十

七

名

。

終

刊

の

二

十

七

年

十

二

月

の

白

選

集

は

四

百

七

十

八

名

で

あ

る

。

終

刊

程

近

い

二

十

五

年

に

お

い

て

も

新

入

会

員

は

月

々

″
　
　
　
　
　
　
　
　
i
　
　
　

、
　
　
f
　
　
　
　
　
　
　
C
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
I
　

’

四

十

余

名

な

い

し

二

十

名

内

外

が

報

告

さ

れ

て

い

る

か

ら

、

そ

の

後

も

新

入

者

を

得

て

戦

前

期

に

近

い

形

に

復

活

す

る

可

能

性

が

無

か

っ

た

の

で

は

な

い

と

思

わ

れ

る

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

‐
　
　
　

｀
　
　
　
　
　
　
　
　

‘

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
J
　
　
　

。
　
　
　
　
　
　

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
　
゛
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

”
　
　

‘
　
　
　
　

‥
　

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛

雑

誌

・
の

休

裁

、

内

容

は

二

十

三

年

か

ら

徐

々

に

回

復

し

た

。

二

十

三

年

か

ら

は

「

北

原

白

秋

・

人

と

芸

術

」

が

会

外

の

先

輩

で

白

秋

と

I
　
　

μ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｔ
　
　
　
f
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　

一
　
÷
　
　
　
1
1－
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　

－
　
　
　

』ア
　

ー
　
ー
　゙

・
　
I
I
　￥一
　
一
　

四
　
1
“
F
　
r～
　
d
♂
　
　

―
I
　
　
I
　
f
　
　
　
　
　
　

・
　
　
　
　
　

・
　
　
　
I
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ゆ

か

り

の

多

い

前

田

夕

暮

、

矢

野

峰

人

丿

信

時

潔

、

川

路

柳

虹

、

内

藤

銀

策

ら

に

よ

一
つ

て

執

筆

さ

れ

、

志

田

延

義

の

△

「

梁

塵

秘

抄

講

義
J

j
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
s
j
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
4
　

゛

｀
　

“
’
゛
j一

“
　χ

！
　
　

．
Q
　
　
″
　
i

－
　
　
　

♂
　
　

や
　
4
　
　
　
　

″
r
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｓ

『
゛
　
　
　
I
　
　
　
I
　
j
l

（

昭

二

二

、

一

↓

二

三

、

三

）

が

連

載

さ

れ

、

会

の

内

部

で

は

中

村

純

一

氏

の

「

桐

の

花

の

一

視

点

」

（

昭

二

五

、

一

こ

「

多

磨

今

昔

」

（

木

俣

、

宮

、

岩

間

氏

ほ

か

九

氏

、

二

四

・

六

ブ

の

如

き

が

あ

る

。
　
　
　
　

＜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
　
　
　

～

こ

し

か

し

、

二

十

七

年

八

月

号

（

七

月

合

併

）

は

と

じ

込

み

の

大

宰

い

特

別

。へ
I

ジ

に

［

多

磨

の

解

散

に

就

い

て

］
ノ

を

発

表

し

た

。

そ

の

官

百

は

八

月

十

七

日

付

に

な

っ

て

い

る

。

そ

し

と

の

解

散

は

白

秋

の

死

の

直

後

真

剣

に

考

え

ら

れ

た

と

い

う

こ

と

、

哀

悼

の

中

で

そ

の

実

｀
　
　
　
　
　

”
　
　
　

”

゛
　
　

”`
　

”
　
　
　
　
　
　

゛

“
　
　
”

‘

”

心
　

‘゙

～
　
f
　
4
　
4

’
4
　
r
　

。
　
。

‘
　
八
　
・
　
　

‥

ハ
　
外
　

’
　
　
　

／・
　
　
　

ぐ
　

嬰
　
　
I
I
　
　
　
　
　
　
　
J
　
i

行

が

出

来

な

か

っ

た

と

い

う

こ

と

、

戦

中

は

文

化

の

圧

迫

と

悪

統

制

に

喘

ぎ

つ

つ

刊

行

を

続

け

て

苦

難

の

道

を

た

ど

り

、

白

秋

精

神

の

宣

£
　
　
　
　
　
　
　

♂
　
l
j
　

″″

四
　
f

揚

に

尽

し

た

と

記

す

。

ま

た

白

秋

は

生

前

、

「

孟

夏

警

策

」

に

『

多

磨

は

家

代

々

、

後

ま

で

も

名

目

を

重

ん

じ

て

こ

れ

を

続

け

て

ゆ

か

ね

’
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

“
　
　

‘
　
　
’
　
－
｀
　
4
　
　・
’″”

”

―
　

゛

’
　
　

゛

‘
　
r
　
l
　
”

｀
　
　
’
　

″

“
　
　
　
　

゛

ば

な

ら

ぬ

こ

と

社

決

し

て

な

い

」

と

言

っ

た

と

述

べ

る

。

そ

の

白

秋

の

遺

志

を

体

し

、

白

秋

十

年

祭

を

迎

え

る

に

当

っ

て

「

個

々

に

先

師

白

秋

の

血

脈

を

血

脈

と

し

て

新

し

き

再

出

発

の

壮

途

に

就

か

ん

と

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

」

と

述

べ

、

会

員

の

諒

承

を

得

て

、

終

刊

号

へ

の

自

選

歌

の

提

出

と

「

多

磨

短

歌

会

」

の

解

散

後

に

生

ま

れ

る

予

定

の

親

睦

機

関

「

多
1

　

会

」

へ

の

参

加

を

求

め

る

記

事

が

あ

る

。

一
　
　
　

／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　

ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
d

「

多

磨

」

の

終

期

に

お

け

る

歌

風

は

戦

前

の

モ

れ

の

よ

う

に

一

つ

の

公

約

数

を

持

っ

た

も

の

で

な

く

、

ま

た

先

に

戦

争

直

後

の

作

に

つ

い

て

見

た

の

と

同

じ

よ

う

に

現

実

調

を

濃

く

し

た

も

の

で

あ

っ

た

。

こ

の

こ

と

に

つ

い

て

「

多

磨

」

会

員

の

鈴

木

英

夫

氏

は

「

最

近

の

多

♂
　
　
　
　
　
　
　

■
　
　
　
　

／
　
I
　
　
″
　
　

―
　
　
　
　
　
　
i
j
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

￥
　
　
　
　
　
　

一

磨

歌

風

私

観

」

（

昭

二

五

、

一

）

で

次

の

よ

う

に

述

べ

て

お

り

、

内

部

に

お

い

て

も

論

議

が

あ

ヤ

ー一
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　

ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
j
　
j
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
I
I
　
　
　
　
　
　
　

÷

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　
　

一
　
　
一一
　
　
　
l
　
　
　

ｔ

X

「

多

磨

は

何

を

目

ざ

さ

う

と

し

て

ゐ

る

の

か

。

多

磨

の

主

潮

は

何

処

に

あ

る

の

か

、

と

仏

ふ

こ

と

が

昨

年

の

八

月

の

湯

沢

大

会

の

折

に

i
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

】
　
　
　
　
　
　

゛
　
　
　
　

一
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
f

“
　
　
l
　
f
7

ｓ
4
　
　
I
　
I
I

’

゛
f
一
　
　
　
　

、
　

―『
f
　
d
l
　
　
r
I
　
　

“
　

“゚
　
　
　
J
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
　
　
　
f

～も
問
題
に
な
っ
た
。
た
し

か
に
以
前
の
多
磨
は

殊
に
白
秋
の
生
前
に
は
I

非
常
に
は
つ
き
り
し
た
一
つ
の
歌
風
を
持
っ
て
ゐ
た
。

現

在

に

於

て

は

さ

う

し

た

意

味

で

の

歌

風

と

い

ふ

も

の

は

か

な

り

稀

薄

と

な

っ

て

い

る

。
L

…

…

」

「

明

確

な

歌

風

」

の

消

失

は

「

多
1

　

」

j
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
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I
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r
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F
l
　
　
　
　
　
　
　
j
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
l
　

―

だ

け

の

傾

向

で

な

く

、

’「

多

磨

」

は

思

想

、

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

の

点

で

も

様

々

の

人

が

集

ま

っ

て

お

り

、
「

現

在

は

従

来

の

結

社

組

織

よ

り

も

」

゛

か
　
　
　
　

゛
―
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
i
　
I
　
f
　
　
　
　
　

－
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－
　
X
’

“

複

合

体

組

織

だ

と

い

う

。

そ

し

て

モ

の

時

期

の

「

多

磨

」

の

持

つ

種

々

の

傾

向

を

分

析

し

、

過

去

の

「

多

磨

」

歌

風

に

つ

な

が

り

つ

乙

現

・
／

’
i
　゙
よ
　
』’
I
　
f
　
ら
　

！
　
　
I
　
r
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在

を
生

か
し

て

い

る

も

の

、

口
語

脈

へ
接

近

す

る
も

の

、

即

物

的

、

散
文

的

詠

風

の

も

の

、

心

の

深

淵

に

メ
ス

を
向

け

る
も

の

、

心

象

を

遠

心
的

な

対

象

に

投

げ

る

も

の

な

ど

が
あ

る
と

す

る

。

こ

う

い

う

種

々
の

傾

向

が

あ

る

が

、

全

体

的

に

は
自

然

詠

の

比

率

が

高

い

と

い

う

。

筆

者

は
戦

後

の

「
多

磨
」

は
こ

の
時

期

に
至

っ
て

も

総

合

的

に
現

実

化

生

活

化

の

傾

向

が

強

い
こ

と

を
加

え

て

お
き

た

い

。

鈴

木
氏

説

を
参

考

と

し

つ
X

同

氏

の
引

用

さ

れ
て

い

な

い
作

数

首

を

抄

出

し

た

い

。

飛

ぶ

蝿

の

や

や
早

き

音

を
聞

き

て

立

つ

わ
が

棄

て

て

従

弟

の

継

ぎ

に

た

る
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮

柊

二
　

（
昭
二
四
一

、
二
）

首

相

吉

田

の

国

に

き

た

り
て

伝

次

郎

秋

水

の

墓

に

わ

れ

は

思

ふ

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩

間

正

男
　

（
昭
二
五

、
一
）

井

戸

を

い

く

ら

掘
下

げ
て

も

ア

メ

リ

カ
に

達

せ

ず

個

人

を
掘

下

げ
て

も

社

会

は
見

え

ず
　
　
　
　
　
　

大

内

規

夫
　

（
昭
二
五

、
四
）

象

微

の

具

に

な

さ

む

か

な
山

沢

に
水

芭

蕉

の

し

ろ

き

粒

立

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒

井

広

治
　

（
昭
二
五

、
七
）

つ

や

め

き

し

蛙

の
こ

ゑ

も
季

す

ぎ

て
四

方

の

草

群

に

音

あ

ら

き
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐸

木

孝
　

（
昭
和
二
五
、
八
）

夏

青

葉

か

さ
み

て

駱
0
　深

む

の
み

思

想

は
絶

え

て

声

に

ひ

び

か

ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若

林

牧

春
　

（
昭
二
五
、
一
二
）

デ

ぴ

ジ
ャ

ズ
の

生

り

の

ゆ

た
け

さ
こ

の

園

に

霜

近

き

日

の

日

ざ

し

は

澄
み

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木

俣

修
　

（
昭
二
七
、
二

）

水

仙

は

黄

の

蕊

に

老
け

し
み

だ

れ

あ

り

お
の

づ

か

ら

な

る
こ

と

の
淋

し

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初

井

し

づ

枝
　

（
昭
二
七
、
三

こ

う

し

て
「
多
1　
1
　　は

終
幕

に
近

づ

い

た
の

で

あ

っ
た

。
終

刊

号

の
出

詠

者

は
四

百

七
十

八
名

で

あ

る
。

こ

れ

ら

の

人

々
の
中

に

は
戦

中

も
し

く

は
戦

後

参

加

と

思

わ

れ

る
人

々
も

相

当

数

含

ま

れ

て

い

る

が
、

終

刊

号
G

「
先

師

没

後

」（
宮
柊
ニ

ブ
「
多

磨

女

人

群

像
」
（
鐸
静
枝
）

な
ど

の
記

事

に

よ

る

と
早

く

か

ら
参

加

し

て

い
た

人

々
も

多

い

。
こ

れ
ら

の

人

々
の

終
刊

後

の
動

静

を
個

々
に

明

ら

か

に

す

る
こ

と

は
容

易

で

な

い
。

し

か

し

、

た

と
え

ば

初
井

し

づ

枝

、

田

谷

鋭
両

氏

が

「
コ

ス

モ

ご

に

加

お

っ

た

よ
う

に

、
「
多
1　
」
末

期

の

主
要

同
人

が

創

刊

し

た

「

コ

ス

モ

ス
」
（

宮
柊
二
）
八

形

成

」

采

俣
修
）
「
創

生

」
（
筏
井
嘉
一
）
「
新

樹

」
（
巽
聖
歌
）

　
1
中

央

線
」
（
中
村
正

爾
）
「
長
風
⊃
（

プコ

ス
七
ス
ド

よ
り
。
鈴
木
幸
輔
）

な

ど

に
参

加

し
、
そ

れ

ぞ

れ

の

個

性

に

応

じ

つ
X

、
白

秋

の

ロ

ー

マ

ン
精

神

の

遠

い

遺

響

を
伝

え

る
こ

と

と



"－2(5

な

っ
た

。
先

に
引

い

た
終

刊
宣

言

の
中

に

あ

る
よ

ケ

に
0　
秋

め

血

脈
ぱ

個

々

の
人

々
ピ

継

承

さ

れ

た

の
で

あ

る
。

『
多
1　
』

の
解

散

に

つ

い

て

は
二

十

七

年
一
一
月

の
論

集

会
0
　
席

上
木

俣

修

氏

が

提

示
さ

れ
何

回

か

の
討

議

の

後

断

行

さ

れ

た

と
い

う

。

（
終
刊
号

「
多
磨
短
歌
会
の
解
散

に
つ
い
て
」
木
俣
修
）
す

ぐ

れ
た

素

質

ど
傾

向

を

具
に

し

た
作

家

の
一
多

か

っ
た

「
多

磨

」一

に

お

い
て

、

た
止

白

秋

に

つ
な

が

る

と

い

う

縁

だ
け

で
［

つ

り
集

合

体

を

形

成

し

て

ゆ
ぐ

こ

と

は
無

意

味

な
ど

と

だ

っ

た
と

さ
れ

る

木
俣

氏

の
考

え

は
戦

後

の
混

乱

の
Iま
だ
続

い
て

い

た

時
期

と
会

内

部

の

客

観
的

人
間

関

係

に
即

し

て

考

え

る

時
当

然

な
状

勢

分
析

だ

と
思

わ

れ

る

。
核

分

裂

ば

起

る

ベ
ベ

し
て

起

っ
た

の

で

あ

り
、

そ

の
分

裂
以

前

の
原
核

で

あ
う

だ
白

秋

の
文

学

者

と

し

て

豊

か

な
天

分

、

牽

引

力

が

し

の
ば

れ

る

。

「
多

磨

の
解

散

に
就

い

て
」
Jの

宣
言

の
精

神

ぱ
そ
G

換

確
か

に

実
現

ざ

れ

た
と
見

る

べ

年

で

あ

る

。
　
　
　
　
　

＼

本
稿

は
昭

和
四

十

七
年

十
月

七
日

の
和

歌

文

学

会

十

八
面

大
会
八

会

場

二

松

学
舎

大

学
）

に

お
け

る

講

演

を

基
礎

に
稿

を
改

め
た

も

の

で

あ
W
y
。・
そ

の
講

演
0
　
時

点

で
資

料

収

ご
舞

供

に

あ
ず

か

ゴ

灯

宮
柊

二

氏

、

森

美

祢

氏

に
深

く
謝

意

を
表

し

た

い
1
0
　
　
　

“
　
　―　`
　
　
　
’


